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所見シート 評価施設 梅田地域学習センター

評価期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 指定管理者 ヤオキン商事株式会社

区

（評価委員会）

指定管理者

　　所見

　施設の老朽化が著しい中で、駅近くの立地からも多くの区民に利用されている施設である。そのような中で地域との連携を重視した

事業を展開したり、多種多様な問い合わせにも対応できるよう鍵の貸出し専用窓口を新設するなど、利用者目線に立った施設運営

に取り組んでいると思われる。

　近隣と連携した取り組みを考え、28年度2月までで、地域の団体と64回連携し、その事業に参加していただいた方は2､678名

だった。連携した団体は、町会や、小学校から大学までの学校、地域包括支援センター、女性団体連合会、地元企業、NPO、商

店街など多岐に渡り、地域を活性化する取り組みに繋がったと思う。サービス向上では、鍵の貸出しや、講座受付や問合せの混雑解

消を考え、対人窓口を増設した。増設したことで、ワンストップサービスもスムーズに行うことができ、下半期の問合せ件数は、上半期

の約2倍ほどになった。


